


は じ め に
漢字は表意文字といって見れば分かる優れた言語です。

たとえば、「書」は手に筆を持ち、祈りのことばを書いている形を表しています。

かんじ

しょ

・「聿」は手に筆を持つ形で
ふで もていつ

・「 」は手の形で

・手はこの他に左の図のようにあらわされる

場合があります。

ひょうい もじ み わ すぐ げんご

て ふで も いの か かたち あらわ

かたち

て かたち

て ほか ひだり ず

などがあります。

などがあります。

・日の字は「お日さま」をあらわす他に

「書」のように祈りの器の中に祈りの言葉がある形や

「かまど」を日の字であらわす場合などがあります。

・左の図はボールペンの構造を絵で

あらわしたものです。

単独の部品として使われているものも

あれば、組立られた状態で別のボール

ペンに使われているものもあります。

・漢字もこのボールペンと同じことなのです。漢字の構造・その作られ方を知ることで、

漢字の意味することは理解できるわけです。だから、漢字は見れば分かる優れた

言語といえるのです。

漢字を一字一字の丸覚えではなく、関連する漢字を並び見て同じ部品とそうで

ない部品を知ることで頭に記憶するだけでなく「腑に落ちる」ことで忘れることが

少なくなる学習のお役に立てることを願っています。

楽しく学習していきましょう。

ばあい

ひ じ ひ ほか

しょ いの うつわ なか いの ことば かたち

ひ じ ばあい

ひだり ず こうぞう え

たんどく ぶひん つか

くみたて じょうたい べつ

つか

かんじ おな かんじ つく かた し

かんじ いみ りかい かんじ み わ すぐ

げんご

かんじ いちじ いちじ まるおぼ かんれん かんじ おな ぶひん

ぶひん し あたま きおく

がくしゅう やく た ねが

たの がくしゅう

ふ お

なら み

こうぞう

わす

すく
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『人』でつながる漢字①---P7
ひと

『人』でつながる漢字②---P12
ひと

『人』でつながる漢字③---P16
ひと

『手』でつながる漢字---P21
て

『足あとの形』でつながる漢字---P27
あし かたち

『祈り』でつながる漢字---P34
いの

『自然』でつながる漢字①---P44
しぜん

『言葉』でつながる漢字---P40
ことば

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ
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『植物』でつながる漢字---P66

『建造物』でつながる漢字①---P71

『建造物』でつながる漢字②---P76

『戦いの道具』でつながる漢字---P82

『道具』でつながる漢字①---P88

けんぞうぶつ

けんぞうぶつ

たたか どうぐ

どうぐ

しょくぶつ

『自然』でつながる漢字②---P49

『自然』でつながる漢字③---P53

『動物』でつながる漢字---P59

しぜん

しぜん

どうぶつ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ
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刀 分 切 近 新 親
P93 P94 P94 P95 P95 P96

黄 細 紙 線 組 東 黒
P97 P97 P98 P99 P99 P100 P100

通 西 買 売 形 工 午 市 才 方
P101 P102 P102 P103 P103 P104 P104 P105 P105 P106
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『道具』でつながる漢字②---P93

『道具』でつながる漢字③---P96

『道具』でつながる漢字④---101

どうぐ

どうぐ

どうぐ

かんじ

かんじ

かんじ
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◎両手のいろいろな形① P21

◎手のいろいろな形_その３＞片手 P22

◎左足の足あとの形 P27

◎左足の足あとの形が土の字になった形 P28

◎左足の足あとの形を上下にひっくり返した形 P28

◎示へんと衣へん P35

◎月の字があらわすいろいろな形 P36、69

◎「言」と「音」 P41

◎「舌」があらわすいろいろな形 P44

◎「鳥」のいろいろな形 P47

◎音をあらわす漢字 P47

◎「雨」でつながる漢字 P55

◎「十～万」の数字の形 P65

◎茶の古木の一元説 P70

◎中国の昔の都市 P71

◎「弓」でつながる漢字 P85
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りょうて かたち

かたてかたち

かたちひだりあし あし

ひだりあし

ひだりあし

あし

あし

かたち

かたち

つち じ かたち

じょうげ かえ かたち

しめす ころも

つき じ かたち

いう おと

とり かたち

かたちじゅう まん すうじ

ちゅうごく むかし とし

おん かんじ

かんじあめ

かんじゆみ

て

ちゃ こぼく いちげんせつ

した かたち

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



◎「合」と「会」 P91

◎漢字は「意味と音と形」でつながっている P98

・漢字は「意味と音と形」でつながっている P107

・十の画：漢字は十の画で構成されている P107

・書き順の基本 P108

・「甲骨文字の発見」 P110

・「字体の移り変わり」 P110

・私達は「説文解字」を基に学習しています P111

・白川静博士とその業績 P111

・漢字はつながっています P112

P113
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かんじ いみ おん かたち

あう あう

かんじ いみ おん かたち

か じゅん きほん

こうこつもじ はっけん

じたい うつ か

わたしたち せつもんかいじ もと がくしゅう

しらかわしずか はかせ ぎょうせき

かんじ

・おん・くん さくいん

かんじじゅう かくかく こうせいじゅう

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



6

は常用漢字以外の漢字です。

ちゅうがっこう なら

なら

じょうようかんじ いがい かんじ

こうこう

㊥は中学校で習うことをあらわしています。

は高校で習うことをあらわしています。

①～⑥は各学習学年をあらわしています。
かくがくしゅうがくねん

注）

この章で学習する漢字

２＞本文

学習する漢字

むかしの漢字

解説

成り立ちや作られ方

書き順

３＞豆ちしき

しょう がくしゅう かんじ

ほんぶん

がくしゅう かんじ

かんじ

かいせつ

な た つく かた

か じゅん

まめ

この本の見方
１＞章の始まり

しょう はじ

ほん みかた

この章で習う形
ならしょう かたち
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『手』でつながる漢字
かんじ

て

両手の

いろいろな形①
かたち

りょうて

②

③

③

③

⑥

③ ④

④ ④④ ⑤ ⑥

⑥

⑥ ⑥

⑥

サン

ひら（く）、あ（ける）、

カイ
カイ

グ

あ（げる）、キョ とも、キョウ ヘイ、ヒョウ
おこ（す） 、

コウ、キョウ こと、イ

か（つ）、ショウ

ケン ま（く）、カン

おく（る）、ソウ

かな（でる） 、ソウ

うけたまわ（る）㊥、ショウ

む（す）㊥、ジョウ



画数 14 部首
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竹:たけかんむり

読み：
よ

用例：
ようれい

鼎の数を竹の算木を並べて数えること。

「かぞえる」の意味となる。

計算。暗算。

「算木（計算用具） 」

たけ

サン
けいさん

けいさんようぐさんぎ

さんぎ なら かぞ

いみ

あんざん

「算数を習う」
さんすう なら

「鼎という食器」
かなえ しょっき

「横から見た形」

「両手」

よこ み かたち

りょうて

「たけかんむり」

①「め」

「ささげる：キョウ」

かなえ かず

手の形のいろいろむちや棒
て かたち

ぼう

手のいろいろな形＿その３＞片手
て かたち かたて



画数 4 部首

画数 4 部首
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又:また

父:ちち

読み：
よ

用例：
ようれい

手と手を取り合って助け合うこと。

「とも、ともだち、なかま」の意味となる。

友人。友情。親友。

て

とも、ユウ

いみ

と あ たす あて

ゆうじん ゆうじょう しんゆう

「友達と帰る」
ともだち かえ

「また」

読み：
よ

用例：
ようれい

斤は力の象徴。

家では「ちち」の意味となる。

お父さん。父親。父兄。
とう

ちち、フ

おの ちから しょうちょう

いえ いみ

ちちおや ふけい

「私の父母です」
ふぼわたし

「斤」
おの



画数 10 部首

画数 10 部首
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曰:ひらび

巾:はば

読み：
よ

用例：
ようれい

書は「かく」の意味に用いる。

書店。教科書。

「聿：筆を持つ手」

「の中に

祝詞のある形」

しょ

か（く）、ショ

なか

かたち

ふで も て

のりと

いみ もち

しょてん きょうかしょ

「絵日記を書く」
かえにっき

さい

いつ

「ふで：イツ」

読み：
よ

用例：
ようれい

戦争に携える肉を持って、無事に帰ってきたことを

祖先に報告する形。「かえる」の意味となる。

帰り道。帰国。

「戦争に携えるお供えの肉と足あと」

「お酒を含めた箒で

お宮を払い清める形」

=
せんそう

せんそう

かえ（る・す）、キ

ほうき

はら

ほうこく

たずさ そな にく あし

さけ

みや きよ かたち

たずさ にく も

そせん

ぶじ かえ

かたち いみ

かえ

かえ みち

ともだち

「友達と帰る」

きこく

ふく

「はく：ソウ」



画数 8 部首

画数 11 部首
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田:た

攵:ぼくづくり

読み：
よ

用例：
ようれい

画は盾に模様を「えがく」こと。

また描かれた「え（模様）」の意味。

画家。画用紙。

「筆を持つ手」

「描いた模様」

「盾の外形」

が

ガ、カク

がか

ふで

えが

たて

もよう

も て

がいけい

たて もよう

えが いみ

がようし

「夏休みの計画をたてる」
けいかくなつやす

もよう

「た」

「はこ」

読み：
よ

用例：
ようれい

老人が子に指し棒を持つ手で教え導くこと。

「おしえる」の意味となる。

教える。先生から教わる。

「髪の毛が長い」

「指し棒を持つ手」

ろうじん

おし（える）、おそ（わる）、キョウ

いみ

おし

け

も

かみ なが

て

こ さ も てぼう おし みちび

せんせい おそ

さ ぼう

「教室で教わる」
きょうしつ おそ

「老人」
ろうじん

「ぼくづくり」

①「こ」



画数 13 部首

画数 9 部首
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攵:ぼくづくり

日:ひ

読み：
よ

用例：
ようれい

数は女の人の髪をむちを持つ手で打つと乱れて

「数える」ことができない。「かず」の意味となる。

数える。数字。

「女の人が髪を高く結いあげた形」

「むちを持つ手」

かず

かず、かぞ（える）、スウ、ス 

みだ

かぞ

おんな

も て

ひと かみ たか ゆ かたち

おんな ひと かみ も て う

かぞ いみ

すうじ

「算数を習う」
さんすう なら

「ぼくづくり」

①「おんな」

②「こめ」

読み：
よ

用例：
ようれい

照りつける太陽に手（尺）をかざした形。

「ひる」の意味となる。

昼ごはん。昼食。

「手首も含めた手」

て

ひる、チュウ

いみ

てくび ふく て

たいよう かたち

ひる ちゅうしょく

て しゃく

「昼休みは校庭であそぶ」
ひるやす こうてい

⑥「シャク」

①「イチ」

「ひ」


